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量的に評価することを試みた (3) ,  ( 4 )。
T2 　  第Ⅱ音−第Ⅰ音
─ ＝ ─────── × 100 [%]




















































た め に、 と ろ み 調 整 剤（ ト ロ メ イ ク SP 
2671244、株式会社明治）の添加量の違いに
よる試料の粘度測定を行った。水 100mL に
とろみ調整剤を 1g ～ 10g まで 1g ごと添加
量を増加させてとろみをつけた後、温度を
25℃に保持した。そして、それぞれの試料に





8cm の同心円を 1mm 間隔で印刷したアクリ
ル板（簡単とろみ測定板、自然派のサラヤ）
の中心上 2cm の高さから、Fig.3 に示すよう
にシリンジ内の試料 20ml を 2 ～ 8 秒かけて























音が 0.33 秒、第Ⅱ音が 0.76 秒、第Ⅲ音が
1.13 秒であった。炭酸（強）を嚥下した場合
は、第Ⅰ音が 19 秒、第Ⅱ音が 19.35 秒、第
Ⅲ音が 20.06 秒、炭酸（中）を嚥下した場合
は、第Ⅰ音が 7.11 秒、第Ⅱ音が 7.45 秒、第
Ⅲ音が 8.09 秒、炭酸（弱）を嚥下した場合は、
Fig.3 LST 法 Fig.4 水を嚥下した場合の嚥下音測定結果
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第Ⅰ音が 17.17 秒、第Ⅱ音が 17.52 秒、第Ⅲ
















Fig.6 にとろみ調整剤添加量と B 型粘度計
で測定した粘度との関係、Fig.7 に粘度と
LST 法で調べた試料の広がり距離との関係





















Fig.9 にとろみ調整剤添加量と T2／T1 との関
係を示す。Fig.8 (a) の結果から、とろみ調整
























Fig.9 とろみ調整剤添加量と T2／T1 との関係
(a) とろみ調整剤の添加量 1g (b) とろみ調整剤の添加量 10g
Fig.8 とろみ調整剤の添加量を変化させた時の嚥下音測定結果
Fig.7 粘度と LST 法による試料の広がり距離
との関係
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